
（様式－１ 表紙） 

 

 

  １ 調査名称：都留市都市計画道路見直し業務委託 

 

 

 

 ２ 調査主体：都留市 

 

 

 ３ 調査圏域：都留市都市圏 

 

 

 ４ 調査期間：令和５年度 

 

 

 ５ 調査概要： 

 本市の都市計画道路は、昭和 31 年に都市計画決定されたのをはじめとして令和 6

年 3 月現在、計 12 路線約 23km が計画決定されており、そのうち約 4 割にあたる 10km

が改良済みとなっています。 

 しかしながら、都市計画決定後、事業化のめどが立たず、長期間が経過しても未だ

事業に着手していない路線も存在し、そのため、関係住民に対して長期間にわたり建

築行為に一定の制限等が課せられるなどの状況が続いています。 

 また、これまで増加傾向であった人口の減少に伴う自動車交通量の減少や少子高

齢化の進展など、都市計画決定当時からの時代の流れや道路利用ニーズの変化など

により、都市計画道路に求められる機能・役割についても変化が生じてきています。 

 こうしたことから、本市では、市内全ての都市計画道路を対象に、都市計画道路と

しての必要性や整備の合理性などの再検証を行い、これからの社会経済情勢に見合

った適切な都市計画道路の整備の方向性を明らかにすることとしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（様式－２ａ 調査概要） 

 

Ⅰ 調査概要 

 

 １ 調査名称：都留市都市計画道路見直し業務委託 

 

 

 

 ２ 報告書目次 

 

1.はじめに 

2.都市計画道路を取り巻く状況 

3.都市計画道路の整備状況 

4.都市計画道路整備の課題 

5.見直し基本方針 

6.検討対象路線（区間）の抽出 

7.検討対象路線（区間）の必要性の検証 

8.検討対象路線（区間）の合理性の検証 

9.計画継続又は見直し候補の抽出 

10.新道路網による検証 

11.見直し方針（案）の作成 

12.都市計画道路見直し方針等の今後の進め方 

 

 



                                                      （様式－２ｂ 調査概要） 

 

 ３ 調査体制 

 

  該当なし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ４ 委員会名簿等： 

 

  該当なし 

 

 

 

 

 



（様式－３ａ 調査成果） 

 

Ⅱ 調査成果 

 

 １ 調査目的 

 本市の都市計画道路は、都市計画決定以降の長期未整備となっている路線があり、

人口減少や少子高齢化の進展、都市を取り巻く社会情勢の変化により、その位置付け

や必要性に変化が生じている可能性がある。 

 本市の実情に応じた都市計画道路の必要性を見直し、今後、効率的かつ効果的に整

備を行い、有効に機能する道路網を確立していくことを目的とする。 

 

 

 

 

 

 ２ 調査フロー 

 

 

 

 

 

  

（１）計画準備 

（２）見直し候補路線の選定 

（３）見直し案の作成 

（４）報告書作成 

①見直し候補路線の選定 

②路線別調書の作成 

③各路線の合理性の検証 

④各路線の必要性の検証 

①見直し素案の作成 

②新道路網による検証 

③見直し候補路線の整備方針の作成 



 ３ 調査圏域図 

都市計画道路の整備状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：都市計画総括図、都市計画基礎調査 

 



（様式－３ｂ 調査成果） 

 

 ４ 調査成果 

 

都市計画道路見直し方針（案）（拡大図） 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 



 



 


